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沖縄県高等学校体育連盟 陸上競技専門部 

１ 感染防止対策及び参加について 

  今大会は、日本陸上競技連盟発表の【1 陸上競技活動開催のガイダンス第４版】競技会

開催について 2022 年 5 月 2 日付、九州高等学校体育大会実施に関する基本方針及び沖

縄県高等学校体育連盟陸上競技専門部ガイドラインに基づき、できる限り感染リスク

を軽減させた大会運営に努める。 

  ①原則として、行政、所属学校の対応方針を優先すること。 

  ア 陽性となった選手・職員については、保健所が指定する解除日まで大会参加はで

きない。 

イ 濃厚接触者に特定され、起算日から７日間経過していない場合は参加できない。

但し、最終接触日から４･５日目の抗原簡易キット検査陰性であれば５日目解除と

なるのでその限りではない。 

ウ 感染疑い者への対応としては、JAAF ガイダンスのとおりとする。 

エ 大会当日、発熱等（37.5℃以上）、風邪症状や息苦しさ、倦怠感、味覚・嗅覚障害

等の症状がみられる場合は出場を辞退する、または主催者による出場権の取消を

行う。また、大会１週間前及び大会期間中、発熱が続く場合も参加を控える。 

オ その他、保健所から参加を控えるよう指示があった場合は出場を辞退する。 

  ②マスクを持参すること（参加受付時や着替え時等の、スポーツを行っていない際や 

   会話をする際にはマスクを着用すること） 

  ③こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること 

   （各学校でアルコール消毒可能なものを準備しておくこと） 

  ④他の参加者、主催スタッフとの距離（できるだけ１ｍ以上）を確保すること（障が 

   い者の誘導や介助を行う場合を除く） 

  ⑤イベント中に大きな声で会話、応援等をしないこと（競技場内・チーム待機場含む） 

  ⑥感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと。 

  ⑦大会終了後２週間以内に新型コロナウィルス感染症を発症した場合や、濃厚接触者

等を含めて、速やかに報告すること。 

  ⑧宿舎内で発熱等の症状や、感染疑いの症状がみられた場合は、顧問（監督）が速や

かに宿舎スタッフ・各県専門委員長に報告し、宿舎の対応を遵守する。さらに、場

合によっては感染症相談コールセンター（０９８－８６６－２１２９）または、旅

行者相談センター（０９８－８４０－１６７７ 運営時間：８：００～２１：００（年

中無休））に電話し、相談すること。各県専門委員長は経過を沖縄県委員長に報告す

ること。 

  ⑨大会前及び期間中に、感染者・濃厚接触者が発生した場合は、当該学校長判断によ

り、大会参加を再検討し、場合によってはチームの大会参加を見送る。 

 

２ 競技場内で注意すること 

  ①チーム待機場については、他校（チーム）と一定の距離を確保して感染予防に努め

ること。 

  ②雨天練習場については、密を避けるため、原則、使用禁止とする。ただし、雨天（荒

天）の場合は、状況によって大会本部で判断する。 

  ③食事中の感染例が多数出ています。食事中は会話をせずに黙食に努めること。 



  ④各ドアノブ等（トイレ含む）に接触する前後は手指を洗うか、消毒するか、どちら

かの対策を行うこと。 

  ⑤大声での応援は、個人・集団どちらも禁止（スタンドはもちろんそれ以外でも） 

  ⑥スタンドで観戦する場合は、間隔を空けて座ること。 

  ⑦熱中症予防の観点からマスクの取り外しは体調に応じて行なってください。ただし、 

   マスクを外している間の会話は控えてください。近距離（１ｍ以内）１５分以上の

会話はコロナ感染のリスクが高まります。 

  

３ 学校受付・開場・閉場時刻及びスタジアム練習時間について 

  混雑・密を避けるため、以下の要領で時刻設定を行う。（入場口は３階正面ゲート） 

  前日練習・・・・・・・・６月１５日（水）開場１３：００、練習１３：００～ 

  開場時刻・・・・・・・・６月１６日（木）～６月１９日（日） ７時００分 

  閉場時刻・・・１８時００分、最終日は表彰式終了後４０分程度 

  練習時間・・【別紙５】「ウォーミングアップ場・練習会場の時間について」のとおり 

 

４ 提出書類・保管用紙・連絡等について 

 【大会当日まで】 

  ①各学校（全参加者）は大会１週間前から検温を開始し、体温・体調等を記録してお

くこと。 

  ［健康観察カード（別紙２）の利用→チーム・顧問で保管→大会期間中は持参し、大

会本部から指示があった場合は、速やかに提出できるよう準備しておくこと。］ 

  ②保護者が観戦する場合、各学校は名簿を作成しておくこと。（各学校で保管） 

【大会後】 

 ①健康観察カードに大会後２週間の検温・体調を記録しておくこと。 

 ②帰県後、明らかに大会期間中やその前後に、新型コロナウイルスに感染した可能性

がある場合は、沖縄県委員長に速やかに報告すること。 

  

５ 学校待機場について 

  メインスタンド裏はそれぞれ４分割し、各県の待機場を設定します。待機場の分配は

沖縄県高体連専門部で行ないますのでご了承ください。 

 

６ 全体的な諸注意・連絡 

 ①招集については雨天練習場入口付近で行なうが、密を避けるため〇付けはせず、招集

所の役員にチェックを受けた後は、各自でスタート地点や跳躍・投擲の待機場所へ移

動する。競技場への入退場は、第１ゲートや第４ゲートとする。 

欠場する場合は、欠場届けをＴＩＣ受付で受け取り、ＴＩＣへ提出すること。 

 ②フィニッシュ後は、密を避けて速やかに移動すること。 

 ③衣服運搬を行わないため、ビニール袋等（学校名記載）を各自で準備しておくこと。 

 ④６位までの表彰式は簡素化し実施する（紹介のみ、プレゼンター無し）閉会式は実施

しないが、団体表彰１位のみ実施する。雨天時は競技場正面玄関ロビー内で行う。 

⑤結果速報はＱＲコードで読み込んで確認できるようにするが、フィールドの記録に関

しては競技場正面玄関右側に記録表示場を設置する。 

 ⑥場内すべての場所での大声・気合い入れ等は禁止。  


